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史
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

28

文
京
区
湯
島
四
丁
目
十
二
と
台
東
区

池
之
端
一
丁
目
三
の
間
に
、
江
戸む

の
風
情
と
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
名
坂
「
無

え
ん縁
坂
」が
あ
る
。
上
野
の
不
忍
池
を
背
に
、

東
大
病
院
の
あ
る
本
郷
台
地
へ
、
や
や
湾

曲
し
な
が
ら
美
し
く
駆
け
上
る
。

坂
名
の
由
来
は
お
寺
の
山
号
や
寺
号
に

因
る
。
現
在
、
坂
上
北
側
の
、
土
蔵
造
り

こ
う
あ
ん

の
本
堂
で
有
名
な
講
安
寺
の
あ
た
り
に
、

無�

縁�

山�

法
界
寺
と
い
う
お
寺
が
あ
っ
た
。

元
は
近
く
の
湯
島
天
神
下
に
あ
っ
た
が
、

元
和
二
（
一
六
一
六
）
年
に
現
在
地
に
移

り
、
正
保
二
（
一
六
四
五
）
年
に
講
安
寺

し
ょ
う
こ
う

と
称
仰
院
の
二
つ
に
分
か
れ
た
。
称
仰

院
は
今
も
坂
の
北
側
に
あ
る
が
、
初
め
は

法
界
寺
の
開
山
・
重
達
の
隠
居
地
で
、
無�

縁�

寺�

と
称
し
て
い
た
と
い
う
。

ま
た
、
坂
の
周
辺
に
は
武
家
屋
敷
が
多

む
え
ん

く
配
さ
れ
、
武�

家
に
縁�

が
あ
る
の
で
武
縁

む
へ
ん

坂
と
か
武
辺
坂
と
も
呼
ば
れ
た
。
坂
の
南

側
に
は
、
古
い
石
垣
と
煉
瓦
塀
が
そ
そ
り

立
ち
、
樹
木
が
緑
の
影
を
投
げ
て
、
坂
を

威
圧
し
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
。

江
戸
時
代
、
こ
こ
に
徳
川
家
康
四
天
王

さ
か
き
ば
ら
や
す
ま
さ

の
一
人
、
榊
原
康
政
を
藩
祖
と
す
る
越

し
き
ぶ
た
い
ゆ
う

後
高
田
藩
十
五
万
石
・
榊
原
式
部
大
輔
の

き
り
の

中
屋
敷
が
あ
っ
た
。
明
治
維
新
後
、
桐
野

と
し
あ
き

利
秋
（
人
斬
り
半
次
郎
こ
と
中
村
半
次

郎
）
邸
、
舞
鶴
県
知
事
邸
を
経
て
、
旧
三

菱
財
閥
・
岩
崎
弥
太
郎
の
所
有
と
な
っ

た
。
戦
後
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
接
収
さ
れ
た
が
、

返
還
後
、
最
高
裁
判
所
司
法
研
究
所
に
な

り
、
現
在
は
「
都
立
旧
岩
崎
邸
庭
園
」
と

し
て
一
般
公
開
さ
れ
て
い
る
。

が
ん

無
縁
坂
は
森
�
外
の
小
説
『
雁
』
の
舞

台
に
も
な
っ
た
。
ヒ
ロ
イ
ン
お
玉
の
妾
宅

が
坂
の
中
腹
に
設
定
さ
れ
、
岡
田
青
年
と

の
出
会
い
が
描
か
れ
て
い
る
。か
つ
て
は
、

し
も
た
や

仕
舞
屋
風
の
家
屋
が
立
ち
並
ん
で
い
た
。

今
は
昔
の
無
縁
坂
の
光
景
で
あ
る
。
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無縁坂（文京区）第 回７

文
京
区
小
石
川
三
丁
目
六
と
同

さ
ん
び
ゃ
く

四
丁
目
二
の
間
に
「
三
百
坂
」

と
い
う
坂
が
あ
る
。
都
立
竹
早
高

校
の
東
脇
を
北
に
下
る
。

ひ

た
ち

坂
の
近
く
に
常
陸
府
中
藩
二

は
り
ま
の
か
み

万
石
・
松
平
播
磨
守
の
上
屋
敷

が
あ
っ
た
。
松
平
家
に
新
規
に
採

か
ち

か
み
し
も

用
さ
れ
た
徒
の
者
は
、

裃
で
殿

お

め

み
え

様
に
御
目
見
す
る
と
、
直
ち
に

衣
服
を
着
替
え
て
登
城
行
列
に
追

い
つ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

遅
れ
る
と
銭
三
百
文
の
罰
金
が
科

せ
ら
れ
た
の
で
三
百
坂
の
名
が
生

ま
れ
た
。下
級
武
士
の
悲
哀
が
漂
っ

て
い
る
。

坂上にある講安寺の美しい境内
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